
私は石田衣良の文章が好きだ。

疲れているときも、眠いときも、石田衣良の文章があれば

時間を忘れて読み込んでしまう。

石田衣良は、現代の若者の生の言葉を上手に使うことから、

しばしば文章がチープに思われがちだが、本当に｢生｣のあり

ありとした若者を描こうとするが故の結果である。

この「4TEEN」も、現代の中学生の男の子を取り巻く環境を

リアルに疾走感あふれる表現で描き、少年から大人へと成長

する微妙な時期の、弱さや切なさ、優しさ、戸惑いなどを散

りばめ、26 歳になった私が 14 歳だった頃、これほど瑞々しい

時間を友達と共有できていたのだろうかと、ふと振り返えら

せてくれた。

13 歳ではなく、16 歳でもない。男の子の微妙な時期の確実

な成長が、読み終わった後、気持ちを優しくさせてくれた一

冊でした。         池原　謙介

本を読んでみよう！
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5 月 15 日
「書を読み、自然に親しみ、勤労にいそしむ」

野の知・学との出会い

－尾崎喜八を思いつつ－

  ールデンウィーク直前の 1 日、西上州の

山を歩いてきた。歩くといっても、数十年前

の冬にテントを担いで縦走した 4 つの山を、

今回は林道を車で移動しながらの山登りであ

る。それぞれの上り口に車を置いて、東御荷

鉾山（東みかぼ山）1 時間 40 分、西御荷鉾山

1 時間、オドケ山 25 分、赤久縄山 30 分という

上り下りであった。その途中で尾崎喜八の詩

碑「父不見　御荷鉾も見えず　神流川／星ば

かりなる　万場の泊り」と出会い、感慨深い

ものがあった。

高校時代にひょんなことから、山と文学の

雑誌として人気のあった『アルプ』(編集主幹：

串田孫一。書名は尾崎喜八が名付け親 ) の集

まりに顔をだすようになった。ヤクザチック

に見える辻まこと ( ダダイスト辻潤と大杉栄

と一緒に虐殺されたアナキスト伊藤野枝の息

子 ) とエゲレス紳士然とした尾崎喜八が、楽

しそうに詩や山や博物誌のことを話すのを眺

め聞きながら、こんな大人の世界があるもの

だと痛く感じ入ったのである。中学中途退学

の辻まこと、商業中学卒の尾崎喜八たちの博

識というか、物事への洞察力というか、その

知力は独学で獲得したものである。高校生の

私は、学校で触れる「知」「学」とは異なる切

り口、語り口に惹かれたのである。

親父の書棚にあったヘルマンヘッセ全集を

読んだり、山岳文学本を買いあさったりした

のも尾崎喜八とその仲間たちの影響である。こ

れもひょんなことから、家族を持ってから夏は

長野県富士見で過ごすことが始まったが、詩人・

尾崎喜八の最盛期ともいえるのが富士見に滞在

した 7 年間であったということも、私の富士見

通いに影響している。

若いときに買いあさった尾崎喜八、辻まこと、

串田孫一をはじめとする山岳文学や山岳紀行の

書物は、富士見の押入れに入れられたまま、も

うかなりの年月が経ってしまった。西上州の林

道脇にひっそり立っていた尾崎の詩碑と出会っ

たとき、久しぶりに彼らの書物を手にしてみた

いという気持ちにもなった。しかし、同時に、

彼らの書物を味わい、心を自由に遊ばせること

が出来るような時ではない、という思いにも

なった。

公教育の場で触れる知・学は極めて危うい事

態になっている。あまりに教師を萎縮させる力

が強すぎる結果である。そのような中で育った

若者が、辻や尾崎のように野で自ら獲得して

いった知・学と出会っても、その意味や深さを

味わえるのかどうか疑問だ。私の高校生時代が

恵まれていたのだ、といわれればそうなのであ

ろう。しかし、公教育の場での知・学との出会

いが、それを越えた知・学を汲み取ることを可

能にさせる重要な契機であることは間違いな

い。その機会を奪っていく流れに抗していかな

くてはならない。

     秋山　眞兄

ゴ

私とキララと白州と 坂田裕美

鳥取県生まれ。大学進学で上京し、たまたまアパートの近く

だった自然食品店にバイトで入った。そこは白州の野菜を売る

お店だった。思い起こせば９年前、それが白州との出会いでした。

そして気がつけば「青春」時代のほとんどを過ごしているでは

ありませんか。

ぐるぐると目まぐるしい世の中で、ひとつのことを続けるこ

とは、けっこうしんどいけどなんだかたいせつな気がして、今

はここにいます。この現場は過酷。でも、アナログで時代の最

先端な野菜作りや鶏の世界にワクワクしてしまう。食べ物作れ

るってイカします。しかしそれはやっと最近思えてきたところ

で、実は「ひたすら」体を動かすことが面白かったのです。白

州を通して出会った人や大きすぎる自然や汗にまみれていると、

まだまだ自分は変わりたいし、知らない自分が発見できるかも

などと思うので不思議です。

キララの子供たちとは畑で過ごすことがほとんどです。自分

の思うワクワクが伝わる畑が作れたらなーなどと思いつつ、実

際は草ぼーぼーで一緒に草むしり……汗だくで収穫……

でも草むしりの後の冷たい一杯のお水、おいしいでしょ？

キララに来る子供から村のおばちゃん、同年代の女の子、頼

れる兄さん姉さん、年下のおとこの子。ここは様々な出会いが

あふれている。

今号では特別に、太田出版・高瀬幸途さんによる、内村鑑三著『デ

ンマルク国の話』の書評を掲載させていただきました。

内村鑑三という骨太な明治の宗教者の理念をひとつの手がかり

に、21 世紀の農・環境・地域社会を見つめ直すことは、きららの

学校の今後にそのまま通じるものではないかとわたしは思います。

高瀬さん、本当にありがとうございました。 井上忠彦

私とキララと白州と 坂田裕美

お問い合わせはお電話か、電子メール info@hakusyu.jp にてお受けします。また右のQRコードを

読み取っていただくことで、携帯電話からも「きららの学校」の最新情報をご覧になれます。

ここへ来る子供たちにもささやかでも、白州の人や自然から

宝物が見つかるといいな。

迷ったり、悩んだりしたら、「たからもの」の扉をたたいてみる。

ヒントが見つかるときもある。

そんな出会いの交差が、なんか楽しいです。

「身に沁みて白州・GW」報告

芹田の補修と水入れ

5 月 4 日、水生生物観察用のセリ田に水

を入れました。周囲にしっかりと鉄柱を打

ち、シカ対策の防獣網をめぐらせました。

大人の作業中、子供たちは周囲に生えてい

るセリを中心部に移植する（根ごとひき抜

いて田の中央に向かって投げる）はずでし

たが、いつの間にかというか、やっぱりと

いうか、泥合戦に…。大人も巻き込まれて、

いっしょに泥まみれになってセリ田を走り

回ることになりました。

編集後記



『
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
』（
内
村
鑑
三
著
）
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
高
瀬
幸
途

　

キ
ラ
ラ
の
Ｍ
Ｌ
に
『
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
』
の
読
後
感
を
書
く
前
に
、昨
日
、

Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
の
『
ア
ク
ア
』
用
に
短
い
感
想
を
書
き
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス

が
小
さ
い
た
め
、
圧
縮
し
過
ぎ
て
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
の
多
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
注
記
す
る
と
い
う
形
で
雑
感
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。

　

先
ず
、
最
初
の
感
想
に
ざ
っ
と
目
を
通
し
て
下
さ
い
。

　

言
論
界
の
寵
児
で
あ
り
外
務
省
の
ラ
ス
プ
ー
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
佐
藤
優

の
特
異
さ
に
つ
い
て
、
批
評
家
の
柄
谷
行
人
は
「
国
際
政
治
の
現
場
の
経

験
者
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
に
詳
し
い
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
が
、百
年
ほ
ど
前
の
言
論
界
で
重
き
を
な
し
た
内
村
鑑
三
は
「
水

産
・
農
学
に
通
じ
た
キ
リ
ス
ト
者
」
で
あ
っ
た
。
両
者
は
熱
信
な
る
愛
国

者
（
国
士
）
の
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

　

明
治
４
４
年
１
０
月
、
内
村
が
５
１
歳
の
と
き
の
講
演
記
録
が
『
デ
ン

マ
ル
ク
国
の
話
』
で
あ
る
が
、
岩
波
文
庫
で
１
６
頁
の
短
い
話
で
あ
り
専

門
的
内
容
で
な
い
か
ら
、
是
非
ご
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　

小
国
デ
ン
マ
ー
ク
が
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
敗
れ
て
さ
ら
に
狭
く
て
荒
廃

し
た
国
土
に
追
い
込
ま
れ
た
と
き
、
憤
然
と
し
て
一
工
兵
士
官
が
立
ち
上

が
り
、
広
大
な
荒
野
を
良
田
沃
野
に
変
え
る
べ
く
、
灌
漑
と
植
林
に
つ
と

め
、
工
夫
を
重
ね
た
挙
句
に
そ
の
夢
を
実
現
し
、
世
界
に
冠
た
る
富
裕
の

小
国
に
至
っ
た
と
い
う
概
要
で
あ
る
。
ま
る
で
「
講
談
の
一
席
」
を
聞
く

趣
き
が
あ
っ
て
簡
明
痛
快
。

　

真
の
国
力
は
そ
の
国
が
敗
れ
た
と
き
に
こ
そ
試
さ
れ
、
そ
の
力
は
精
神

力
・
信
仰
に
発
す
る
、
と
い
う
宗
教
的
教
訓
話
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

る
し
、
森
林
（
植
林
）↓
環
境
改
善
↓
農
業
復
興
↓
国
力
増
進
と
い
う
農

業
循
環
論
と
し
て
読
ん
で
も
い
い
。
そ
れ
こ
そ
Ｂ
Ｍ
協
会
々
員
に
は
う
っ

て
つ
け
の
良
書
だ
ろ
う
。
二
宮
尊
徳
の
実
行
力
を
評
し
て
「
他
人
に
頼
ら

ず
と
も
、我
々
が
神
（
自
然
）
に
頼
り
己
に
頼
っ
て
宇
宙
の
法
則
に
従
え
ば
、

こ
の
世
界
を
上
手
に
経
営
で
き
る
」
実
例
だ
と
記
す
内
村
の
面
目
躍
如
、

と
い
え
る
話
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
私
は
わ
ず
か
に
内
村
の
著
作
数
冊
を
読
ん
だ
に
過
ぎ
ず
、

キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
に
つ
い
て
も
門
外
漢
な
の
で
、
内
容
的
に
踏
み
込
む

素
養
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
講
演
の
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
の
み
一

言
す
る
。

　

こ
の
講
演
と
同
じ
年
の
正
月
に
は
、
か
つ
て
の
盟
友
の
幸
徳
秋
水
た
ち

１
２
名
が
大
逆
事
件
で
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
前
年
に
は
日
韓
併
合
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
前
年
に
は
伊
藤
博
文
が
安
重
根
に
狙
撃
さ
れ
て
い
る
。
幸
徳

た
ち
と
非
戦
論
を
掲
げ
た
日
露
戦
争
か
ら
僅
々
６
年
、
銃
に
変
え
て
鍬
を

も
っ
て
平
和
で
豊
か
な
国
を
作
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
こ
そ
、
非
戦
論
の
延
長

に
位
置
す
る
理
想
の
姿
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
勝
手
読
み
を
す
れ
ば
、

そ
の
理
想
の
姿
を
一
番
念
願
し
て
い
た
の
は
日
本
と
日
本
人
で
は
な
く
、

植
民
地
化
さ
れ
た
朝
鮮
と
朝
鮮
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？　

国
敗
れ
た

国
民
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
そ
し
て
勝
利
し
た
国
民
は
何
を
め
ざ
す
べ
き

か
、
唇
寒
い
冬
の
時
代
の
中
で
、
内
村
は
デ
ン
マ
ー
ク
を
範
に
し
て
、
遠

回
し
な
が
ら
大
日
本
帝
国
を
痛
烈
に
批
判
し
よ
う
と
し
た
、
と
私
に
は
感

じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

　

こ
の
講
演
の
文
庫
本
に
併
載
さ
れ
て
い
る
『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
』
の

中
に
は
「
真
面
目
に
高
尚
な
る
生
涯
を
送
る
こ
と
」
が
最
高
の
人
生
規
範

だ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
独
立
の
精
神
は
、
ど
こ
か
孤
立
の
色
を
帯

び
て
い
る
。
佐
藤
優
の
三
つ
の
資
質
に
つ
い
て
、
柄
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
に
こ

の
国
で
は
少
数
派
だ
と
言
っ
て
い
る
。
思
想
は
そ
の
本
性
か
ら
し
て
い
つ

の
世
も
孤
立
の
影
を
落
と
し
て
い
る
、
の
か
な
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
０
７
年
４
月
２
３
日
記
）

　

内
村
鑑
三
と
佐
藤
優
を
並
べ
て
論
じ
る
の
は
、
派
手
な
感
じ
で
人
目
を
引

く
と
い
う
軽
い
理
由
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
制
度
の
崩
壊
（
革
命
）
と
い
う

激
動
の
中
か
ら
自
分
の
価
値
観
や
知
性
を
磨
き
上
げ
た
と
い
う
側
面
で
共
通

し
て
い
る
、
と
い
う
判
断
か
ら
の
も
の
で
す
。
前
者
は
明
治
維
新
で
敗
者
の

立
場
に
な
り
、
明
治
政
府
に
強
い
違
和
を
感
じ
つ
つ
自
分
を
作
り
上
げ
た
人
、

後
者
は
社
会
主
義
ロ
シ
ア
の
崩
壊
の
現
場
に
立
会
い
、
思
想
・
宗
教
・
知
性

の
総
点
検
を
迫
ら
れ
た
人
。
さ
ら
に
、
日
本
社
会
が
弱
肉
強
食
の
格
差
＝
階

級
社
会
に
な
る
の
で
は
な
く
、
中
流
層
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
に
国
家
の
再
分

配
機
能
を
充
実
さ
せ
る
政
治
路
線
（
旧
田
中
派
）
に
組
し
て
「
国
策
捜
査
」

の
標
的
と
な
っ
た
外
交
官
。

　

先
日
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
に
聞
い
た
話
で
す
が
、
外
務

省
の
キ
ャ
リ
ア
が
研
修
生
と
し
て
大
学
に
来
て
い
て
、
そ
の
人
物
が
や
け
に

ワ
イ
ン
通
で
そ
の
知
識
を
教
養
だ
と
思
っ
て
披
瀝
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
人

た
ち
に
ひ
ど
く
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
、
と
の
こ
と
。
外
務
省
に
ソ
ム
リ
エ
並
み

の
ワ
イ
ン
通
キ
ャ
リ
ア
が
多
い
こ
と
は
実
話
ら
し
い
。
東
大
を
３
年
修
了
と

い
う
若
輩
で
外
交
官
試
験
に
受
か
る
の
が
外
交
官
の
王
道
ら
し
い
が
、
そ
う

い
う
人
た
ち
が
欧
米
外
交
官
レ
ベ
ル
の
教
養
を
持
た
ず
、
ま
し
て
内
村
や
佐

藤
の
よ
う
な
激
動
期
に
通
じ
る
知
性
を
持
て
な
い
の
は
無
理
も
な
い
の
で
は

な
い
か
。
ケ
ー
ジ
飼
い
の
エ
リ
ー
ト
鶏
、
と
い
う
べ
き
か
。

　

佐
藤
優
の
場
合
、
同
志
社
大
学
神
学
部
を
出
て
キ
ャ
リ
ア
試
験
に
落
ち
、

ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
外
務
省
に
勤
め
た
の
だ
が
、
そ
う
い
う
経
歴
と
上
記

の
資
質
の
持
ち
主
だ
か
ら
こ
そ
世
界
レ
ベ
ル
の
外
交
活
動
を
展
開
で
き
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
明
治
期
の
外
交
官
は
、
今
で
い
う
高
等
教

育
を
受
け
ず
に
講
和
交
渉
や
条
約
改
正
な
ど
の
大
仕
事
を
展
開
し
た
「
武
士
」

で
あ
っ
た
、
と
思
う
。
つ
ま
り
、
佐
藤
の
よ
う
な
外
交
官
だ
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
内
村
も
旧
幕
臣
の
子
弟
の
多
い
札
幌
農
学
校
と
い
う
辺
境
の
学

校
に
学
び
、
私
費
留
学
し
た
ア
メ
リ
カ
で
苦
労
を
重
ね
た
。
有
名
な
進
学
校

か
ら
東
大
京
大
に
進
ん
で
就
職
す
る
と
い
う
コ
ー
ス
は
、
現
代
日
本
で
は
メ

ジ
ャ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
通
用
範
囲
は
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
狭
く
浅
い
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
い
い
。

　

マ
イ
ナ
ー
（
少
数
派
）
で
あ
る
こ
と
、
劣
位
に
あ
る
こ
と
、
無
名
で
あ
る

こ
と
を
悔
い
る
必
要
は
な
い
。
悔
い
る
べ
き
は
そ
れ
ら
に
自
分
が
屈
し
て
し

ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
有
名
会
社
や
国
家
な
ど
の
組
織
に
依
存
・
所
属
す
る

の
で
は
な
く
、「
独
立
生
涯
を
躬
行
す
る
」
こ
と
が
後
世
へ
の
最
大
遺
物
で
あ

る
、
と
い
う
内
村
の
言
葉
は
な
か
な
か
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
ロ
ー
マ
や

ア
メ
リ
カ
の
教
会
に
依
存
し
な
い
無
教
会
と
い
う
方
針
は
、
そ
の
「
独
立
」

と
い
う
こ
と
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
？
）

　

明
治
の
初
期
を
生
き
た
人
に
と
っ
て
、
社
会
制
度
は
変
革
可
能
と
い
う
共

通
認
識
が
強
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
創
業
創
生
の
時

代
で
あ
り
、
す
べ
て
変
更
可
能
と
い
う
感
覚
。
変
革
期
と
は
そ
う
し
た
も
の

で
し
ょ
う
。
西
田
幾
多
郎
は
正
規
の
大
学
卒
業
生
で
な
か
っ
た
が
、
哲
学
者

と
し
て
独
創
的
な
仕
事
を
残
し
て
い
ま
す
。
例
を
あ
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
の

で
止
め
ま
す
が
、
変
革
期
の
中
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
根
底
的
に
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
目
の
前
の
国
家
・
制
度
・
常
識
を
肯
定
し
て
そ

の
処
理
を
ス
マ
ー
ト
に
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
国
家
・
制
度
・
常
識

を
覆
し
、
よ
り
「
人
間
的
」
な
よ
り
「
合
理
的
」
な
も
の
を
構
想
す
る
こ
と

が
リ
ア
ル
な
課
題
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
マ
イ
ナ
ー
な
私
、
小
さ
く

弱
い
己
（
お
の
れ
）
を
支
え
導
く
も
の
が
理
念
（
含
む
神
）
で
あ
り
、
過
去

や
外
国
の
事
跡
・
実
例
で
す
。理
念
が
必
須
な
も
の
に
な
り
ま
す
。内
村
に
と
っ

て
、
そ
れ
は
聖
書
の
神
で
あ
り
、
小
国
主
義
で
あ
り
、
非
戦
で
あ
り
、
デ
ン

マ
ル
ク
国
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
村
の
小
国
主
義
は
独
特
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
が
て
石
橋
湛
山

の
小
日
本
主
義
（
植
民
地
の
放
棄
）
に
つ
な
が
る
面
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
内

村
の
『
代
表
的
日
本
人
』
で
は
日
蓮
が
権
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
宗
教
的
信

念
を
貫
い
た
人
と
し
て
激
賞
さ
れ
ま
す
が
、
石
橋
湛
山
は
日
蓮
宗
本
山
・
身

延
の
管
長
を
勤
め
る
家
系
の
出
で
僧
籍
を
持
つ
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
好
ま
し

い
暗
合
な
の
で
は
。
口
の
悪
い
椎
名
さ
ん
（
白
州
郷
牧
場
代
表…

編
集
部
注
）

か
ら
す
れ
ば
、
日
蓮
や
二
宮
尊
徳
や
西
郷
隆
盛
を
ほ
め
る
の
は
、
内
村
が
日

本
人
を
ロ
ー
マ
へ
連
れ
て
行
く
陰
謀
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

小
国
主
義
の
系
譜
は
、
大
日
本
帝
国
の
敗
北
を
通
し
て
憲
法
９
条
に
も
通

じ
て
い
る
と
考
え
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
系
譜
の
探
索
は
椎
名
さ

ん
が
な
さ
る
と
思
い
ま
す
が
、私
が
興
味
深
い
と
思
う
の
は
、内
村
が
敗
北
（
徳

川
幕
府
が
明
治
政
府
に
敗
北
す
る
、
朝
鮮
が
植
民
地
に
な
っ
て
日
本
に
敗
北

す
る
、
デ
ン
マ
ル
ク
が
ド
イ
ツ
に
敗
北
す
る
等
な
ど
）
の
中
で
考
え
続
け
た

こ
と
で
す
。
宗
教
的
受
難
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
＝
情
熱
）
の
心
性
も
働
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
が
、
一
種
の
科
学
的
精
神
（
仮
説
↓
実
験
《
正
誤
・
失
敗
成
功
》

↓
論
証
↓
再
仮
説
）
が
伏
在
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　

内
村
の
知
性
の
特
徴
の
一
つ
は
、
つ
ね
に
実
行
可
能
な
こ
と
を
考
え
る
点

に
あ
る
よ
う
で
す
。
い
や
、
彼
に
と
っ
て
考
え
る
こ
と
は
実
行
可
能
な
こ
と

な
の
で
す
。
神
の
言
葉
は
す
で
に
し
て
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

田
や
畑
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
樹
木
・
山
林
を
繁
茂
さ
せ
る
こ
と
、

流
域
の
環
境
の
保
全
を
は
か
る
こ
と
、
農
業
や
地
域
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
こ

と
、
内
村
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
実
行
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
実
行
す
べ
き
こ

と
な
の
で
す
。
さ
ら
に
、国
家
社
会
、国
際
社
会
も
ま
た
平
和
で
よ
り
平
等
な
、

友
誼
を
尊
重
す
る
も
の
に
す
べ
き
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
し
た
理
念
と
実
行

の
思
想
を
遺
し
て
い
っ
た
内
村
は
、
私
た
ち
、
と
い
っ
て
も
私
は
年
寄
り
な

の
で
遊
ん
で
い
て
い
い
の
で
す
が
、
キ
ラ
ラ
の
若
者
諸
君
、
君
た
ち
が
何
を

ど
う
実
行
し
て
い
る
の
か
、
神
の
国
か
ら
見
つ
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

欲
を
い
え
ば
、
デ
ン
マ
ル
ク
農
業
と
愛
郷
塾
（
橘
孝
三
郎
）・
雪
印
乳
業
と

の
関
係
や
、
内
村
の
農
業
循
環
論
の
平
板
さ
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
た
の
機
会
に
し
ま
す
。
内
村
と
佐
藤
優
と
の
共
通

点
を
述
べ
る
ば
か
り
で
、
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
も
宿
題
に
し
ま
す
。

　

一
点
だ
け
い
う
と
、
人
類
史
の
中
で
定
住
社
会
の
起
源
を
ど
う
説
明
す
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
起
源
論
を
批
判
し
、
漁

業
（
漁
労
）
を
す
る
こ
と
で
遊
動
民
が
定
住
し
始
め
た
と
い
う
説
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
白
神
山
地
の
起
源
と
も
関
連
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、

人
類
が
食
料
資
源
と
し
て
魚
を
利
用
し
始
め
る
の
が
意
外
と
新
し
い
そ
う
で

す
。
一
万
年
前
に
氷
期
が
終
わ
っ
て
地
球
が
温
暖
化
し
、
中
緯
度
地
域
に
広

葉
樹
の
森
が
広
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
魚
の
栄
養
分
が
定
住
し
た
人
間
や
獣
・

鳥
・
虫
な
ど
を
通
し
て
山
・
森
林
に
運
ば
れ
、
日
本
で
い
え
ば
縄
文
前
期
の

流
域
の
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
仮
説
。
こ
れ
は
槌
田
敦
さ
ん

の
説
と
も
符
合
す
る
の
で
は
。

　

水
産
学
を
専
攻
し
た
内
村
は
、
海
・
川
・
農
地
・
山
林
の
生
態
系
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
こ
れ
は
全
集
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
に
は
そ
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
単
な
る
山
勘
で
い
う
と
、

自
然
（
＝
神
が
創
造
し
た
も
の
）
が
好
き
な
内
村
は
却
っ
て
生
態
系
認
識
に

は
弱
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
な
た
か
言
及
し
て
下
さ
い
。

　

つ
い
で
に
も
う
一
点
、
朝
鮮
人
の
国
敗
れ
た
状
態
を
我
が
事
と
し
て
内
村

が
考
え
た
の
で
は
、
と
い
う
の
は
思
い
つ
き
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
岩
波
文
庫
版

を
読
む
限
り
、
そ
の
証
拠
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
内
村
レ
ベ
ル
の
思

想
家
・
発
言
者
は
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
幸
徳
秋
水
の
処
刑
（
伊
藤
博
文
が
朝

鮮
人
に
殺
さ
れ
て
震
え
上
が
っ
た
明
治
政
府
・
支
配
層
に
よ
る
謀
略
＝
で
っ

ち
あ
げ
、
と
い
う
定
説
）
を
視
野
に
入
れ
て
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若

い
キ
ラ
ラ
の
人
た
ち
が
、
こ
う
し
た
古
典
的
著
作
を
読
み
進
め
る
に
際
し
て
、

教
科
書
で
い
う
「
い
つ
、
誰
が
、
誰
に
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な

ぜ
そ
う
書
い
た
の
か
？
」
と
い
う
迫
り
方
を
す
る
の
が
初
歩
的
か
つ
重
要
な

解
読
の
仕
方
で
す
。
私
の
解
釈
は
そ
の
一
例
で
す
。
解
釈
と
い
う
上
等
な
も

の
で
は
な
く
、
へ
ぼ
探
偵
の
推
理
程
度
の
も
の
か
も
。
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
好

き
の
方
々
も
含
め
、
こ
の
先
、
是
非
そ
れ
ぞ
れ
に
試
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

以
上
、
雑
感
ま
で
。

＊
内
村
鑑
三…

１
８
６
１
年
３
月
２
６
日 

〜
１
９
３
０
年
３
月
２
８
日
。

　

日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
・
文
学
者
・
伝
道
者
・
聖
書
学
者
。

　

福
音
主
義
信
仰
に
基
づ
く
日
本
独
自
の
い
わ
ゆ
る
無
教
会
主
義
を
唱
え
た
。
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